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【目的i
核医 学検査の た め に 放射性 医薬品 （RI ）を 投与 された患者は放射線源とな り、周囲の 第三者 も被曝をする 。

また、 RI を投与 された患者か ら受ける被曝に不安感 を抱 く看護婦が少 なくない 。 そ こ で 、 RI を投与 され

た 入院患者を看護する看護婦の 被曝線量 を測定 し 、 被曝 の 実態を把握 し 、 被曝 低減の ため の 検討 を行 っ た。

【対象患者】

99mT 　rHMDP （740MB 　q ）投与患者 6 人、67Ga−citrate （111MB 　q ）投与患者 6人 と し、患者の 状態 に よ り独

歩可能、車椅子移動可能、ベ
ッ ド上安静 と分 けそれぞれ 2 人 と した。

【方法】

（1）患者周 囲の 水 平方向空 間線量 率分布 を投与時 、 撮影時 と測定 した。（2）RI の 実効半減期に よ る減衰を患

者皮膚面で 測 定 した 。 （3）看護婦 50 人に つ い て看護手技別 に腹部被曝線量 を測定 した 。 （4）看護婦 の 月 間の

個人被曝線量を測定 した 。

【結剰

  患者周囲 の 空間線 量率分布は

RI の 体内分布 の 変化に よ り異

な り、看護婦 の 被曝は患者 との
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位置関係で増減す る。  99mTc −
10

HMDP 投与患者か らの 被曝は投与

直後か ら 24 時間 、
67Ga 投与患者

か ら の 被曝は投与直後か ら 10 日

で ある。（Fig ，1 ）  50 人中 28

人 （56％）の 看護婦が RI 投与 患者
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の 看護 に よ っ て被曝を して い た 。　 o

（Fig ．2 ）測定対象看護婦 50人

の 平均は、3．1μ Sv、核種別平均 は
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99mT 　c
−HMDP 投与患者担当看護婦 2．4μ Sv、67Ga 投与患者担当看護婦は 3．3μ Sv で あっ た。看護項 目別で

は 99mT 　c
−HMDP 投与患者か らの 被曝は 車椅子搬送 時に多 く、67Ga 投与患者か らの 被曝 は ベ ッ ドサイ ドで の

看護 、 介助時間が 大きく関与 し て い る 。 患者の 安静度に よ り看護 、 介助時間が増加 し担 当看護婦 の 被曝は増

加す る。   月間の 被曝線量 は 、 測定看護婦全 員が フ ィ ル ム バ ッ チ の検 出限界値 （0．1mSv ）未満となっ た 。

【結論】

1 、看護婦の 被曝は看護 を行 うた びに増加す る 。 患者の看護をする機会 の 多い 勤務時間帯や、担 当患者の 安

静度や看護度が大 きく関与す る。被曝低減に は RI 投与直後 の 車椅子 で の 患者搬送や、ベ
ッ ドサイ ドにて長

時 間看護 をす る際 には鉛 プ ロ テ クタ を用い る こ とを薦め る 。 車椅子 の 背面や、ベ
ッ ドの 柵 にプ ロ テ クタを掛

ける事に よ り腹部被曝線量の 低減が可能で ある 。 0．35mm 鉛当量 プ ロ テ クタを用い た場合、看護婦の 腹部被

曝線量 は約 50〜60 ％低減する こ とが で きる。

2 、看護婦 の 多くは生殖可 能年齢で あ り、看護婦の 中には妊婦 もい る 。 放射線診療従事者 と比較 して被曝線

量 は少な い が 、 放射線被曝防護の 三 原則 に よる被曝低減策は必要で ある 。

3 、今後 は RI の 投与量 に つ い て も検討 が必 要と思われ る。近年 は検 出器 の 高性能化や、装置 の デジ タ ル 化

な ど以前に比 べ 分解能 の 高い 画像を得る こ とがで きる。撮影の 工 夫か ら投与量を減 らす こ とが で きれ ば患者

も含め第三者の 被曝 も低減す る。

4 、患者 の 医療被曝は も とよ り院内にお ける 医療従事者の 被曝を低減 させ る こ とも放射線技師の 役割 と考 え

られ る。今回 の 測定に よ り病棟看護婦 の 被曝線量低減 の 指針 とな っ た。
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